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背景
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引っ越し理由ランキング

• (株)リクルートカンパニーの調査によると、
引っ越しをする人の約40%程度が前の物件と
の比較により引っ越しをするという結果が出
ている。

• 一位「前の物件に不満があった」の理由のな
かには、物件の不満だけでなく近隣住⺠との
関係や騒音など環境の問題が存在する。

出典：SUUMOニュース「SUUMO調べ、「不満」が引っ越しの引
き金に？」引っ越し理由ランキング発表
(http://suumo.jp/journal/2015/06/17/92384/)2018/9/20閲覧



提案内容

• 使用するオープンデータ
・「日本の人口」統計表・全国の植生図の

情報により算出した花粉症などのアネルギー
が出にくい場所

・地形分類図を元に、災害時に安全な場所も
求める

・観光名所や店の位置情報など

これらをもとに各個人にあった居住地を提案し、
地方の活性化を図るアプリを提案します！

出典：DATA.GO.JP 「土地分類基本調査(土地履歴調査)調査成果図
人工地形及び自然地形分類図 中部圏地区ⅱ」 静岡地区



アプリの構成

・ユーザーはアプリと対話的に一つずつ好みを入力し、
自分の住みたい場所の条件を複数指定する

・各個人ごとの個性にあった理想の居住地をアプリが提案することによ
り、

地方への移住を活発にする



アプリの主機能

• どのような場所が良いかを対話的に入力
することで条件を絞りやすくする

• 複数のオープンデータを使い、様々な視
点から判断した提案を行う

• 住みたい場所が決定したら不動産の紹介
なども本アプリでできるようにし、利用
者の負担を軽減する

• 利用者が理解しやすい結果表示
• 実際に住んでいる人が感じたことなどの

意見も交換し合えるコミュニティー掲示
板機能


